
  

令和８年度 7月 

 

ふりかけプロジェクト ～あかし玉子焼き懇親会～ 

 

若林園長のワンポイント  ～からだの触れ合いでつくる幸せホルモン～ 

前回はこどもの日常生活や社会参加の重要性について書きましたが、今回は最も身近な親子の触れ合いに

ついて考えたいと思います。特にからだに不自由さのあるお子さんに対しては、リハビリの中でセラピスト

が手足やからだに触れたり動かしたりしていると思います。その目的や効果はさまざまで、①緊張を整える、

②関節が硬くならないようにほぐす、③循環や呼吸を整える、など受け身的な効果もあれば、④さまざまな

感覚を感じながら覚醒や注意を調整する、⑤動作誘導を促して自発的な動きを促す、などこどもの主体性な

活動を引き出すような狙いもあります。それぞれの目的や方法については担当セラピストに聞いていただい

て、それを日常的に親子で取り組んでいただくことで、身体面だけでなく心理的な効果ももたらすことがで

きます。むしろセラピスト以上の効果が期待できることもあるのです。 

それは親子で向き合って触れ合う中でお互いの脳神経に 

分泌されるホルモン（オキシトシン）の効果です。 

お互いに安心感や幸福感を得ながらストレスを 

緩和させることができるので、 

「幸せホルモン」「愛情ホルモン」と呼ばれています。 

ぜひご家庭でも少しずつ取り組まれることをおすすめします。 

 

 

 春になり、昨年度のうさぎ組が園庭の畑に植えたいちごが赤く実り、収穫の時期を迎えました！収穫体験

では収穫をしたり匂いを嗅いでみたりしました。とっても甘いいい香りにうっとりとした表情を見せてくれ

るお子さんや食べてみるとおいしくっておかわりをするお子さんもいらっしゃいました。うさぎ組では水や

りをお当番活動として行ってきたのでがんばってお世話をしてきたことも含めて食育体験になっていれば

いいなと思います。秋に向けてさつまいもの苗植えも行いました。姿勢を工夫することや道具を使うことで

お子さんに合った方法で土に触れながら取り組むことができました。大きくおいしく育つように水やりや雑

草取りなどクラスでお世話をし、秋を楽しみに待ちたいです。りす組では園庭に植えてもらっていたじゃが

いもをほりました。土を掘ってお芋がでてくると嬉しそうなお子さんや不思議そうにじゃがいもを手に取っ

て見ていましたよ。写真を園内医務室前に掲示しておりますのでご覧ください。(大谷) 

 

～はじめまして～ 貫 名 先 生 あ い さ つ 

令和８年度の第１回（12回目）のふりかけプロジェクトとして、「あかし玉子焼き懇親会」をゆりか

ご園で開催しました。当日は、あかしたまご焼きひろめ隊隊長・古志利宗氏を講師にお迎えし、あかし焼

きの歴史や特徴、そして本場の作り方について学びました。参加者は家族やきょうだいを含めて 23名。

和やかな雰囲気の中、実際に生地を流し込み、だしにつけて味わう「あかし焼き」の魅力を体験しまし

た。具材は定番のタコのほか、チーズ・はんぺん・ソーセージ・こんにゃくなど、参加者が思い思いに選

んだ食材を入れて楽しみました。子どもから大人まで笑顔があふれ、交流を深める良い機会となりまし

た。ご参加いただいた皆さま、そしてご指導いただいた古志隊長に心より感謝申し上げます。(多幡) 

 

 

はじめまして。年度途中ですが 5月からお世話になっている貫名です。明石市立市民病院の小児科で働いて

いましたが、定年退職となり、週に 1回ゆりかご園にお世話になることになりました。今までの病院とは違う

慣れない職場でご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、子どもたちのために頑張りたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。(貫名) 

 

 

 ゆ り か ご ギ ャ ラ リ ー よ り ～ 食 育 ～ 

今年度も太鼓療育が始まりました！NPO 法人和太鼓教育研究所『どんどこ鼓学舎』の講師の方に来ていただ

いています。まずは、講師の方に一節演奏していただきました。和太鼓の迫力に驚くお子さまたち。圧倒されな

がらも、興味をもち聞き入る姿が見られたり振動をからだで感じとっているようでした。 

実際に和太鼓に触れる時間には、バチを握り叩いたり、 

太鼓の面に手のひらをのせて太鼓からの振動を感じたり、 

楽しみ方はそれぞれですがお子さまの「やってみたい」 

「もっとききたい」「さわりたい」などの意欲につながって 

いるように感じました。 

今年度は年４回を予定しております。和太鼓を通じて 

みんなで楽しさや表現する喜びを共有できればと 

思います。（眞田） 

 

太 鼓 療 育 ～今年度も太鼓療育が始まりました！！～ 


